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.人口 1叩0，6臼47人(何+1竹1人)

・男子 5，025人(+4人)

・女子 5，622人(+7人)

・世帯数 3，399戸(+6戸)

( )内前月比
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川内の
り返って

‘シジの完成を間近に控え、 JII
・る時だけに、自然のよさや昔

りを重んじていろいろな試み

てみました。

"‘ 

O町内の各地区で敬老会が開穫された

0婦人会が資源を有効に利用するため脊

資j原因収をした

。川内町夏祭り(8.21)
。第30田町民大運動会(9.5)

o川内町考人福祉大会(9.15)
or人権尊重の町J宣言(9.21)
o小林完吾さんを迎えて夏季大学(7.30)
0農業委員会委員改選される

~. 

デイサービス事業開始

圃'噌圃.0元E健康マラソンに217名が元気よく
~::4 スタート(1.1)
~・ 0三t世代交流コミュニティフヱスティパ
πーτ:)!:II ル大会(1.9) 11~3月|
Lム二二三-.J 0143名のういういしい新成人誕生(1圃15)

0木次町 ・川内町の婦人会交流(1.20)

。第1回セルジオ越後杯争奪サッカ一大

会 (1.30~31)

。笑顔をテーマにと少年の日Jこ120名が

14歳の春を祝う

0第1回川内町駅伝競走大会(2.14)

0地域の活性化をめざし地下空間利用講

演会開く (3，2)

0集会所3棟完成(小坂集会所 ・大平集

会所 ・海上集会所)



...  闘 O四国乳業起工式(10.7)

~~Ll o滑川ためとも祭り(1 0. 17)

-r4lI 0三世代ク口ッケ一大会(10.24)

川0-12月10第1田高齢者大運動会(11.2) 
一 一一一一 0第5自由猪の滝まつり(11.3) 

Oと大きな口を開けて歌おうミと老人クラ

ブの人達が童謡を歌いました(11.4)

O口マンを求めて井内でパラグライダー

飛ぶ(11.5) 

O川内での初のジョイントリサイタル

(11 .6) 

O第20回文化祭(11.14)

oJ11上小学校本館大規模改修工事完成

'95隼
1隼闘を
高速道路及びインターチJ-
内は大きく変わろうとしてい・

の行事を残し、又人との交わ

が行われた 1年間を振り返っ

。高齢者デイサービス事業開始(4.1)

O重信川河川敷にふれあい広場として 9-

薗のク口ッケー場完成コート聞き (4.26)

0総合落成式(4個30、11[上小学校多目的教

室・町営住宅茶堂団地新築工事・塩ケ

森ふるさと公園整備工事)

ふれあい広場として9面のクロッケ一場完成

• 
~ーー~ o公民館対抗バレーボール大会 (7.1 1)
圃圃 0衆議院議員総選挙投票(7.18)

量二44宣 Oラジオ体操フェスティパル(7.25)

17-9月10川内町議会議長梅崎進氏、全国町村議
一一一一一 会議長会副会長に就任(7.28)

o[歪王寺の3i手に一度の十七夜が、あった

(8.6) 



モラ
農
地
の
原
形
変
更
届
出
制
に
つ
い
て

農
地
の
埋
立
て
を
し

原
形
を
変
え
る
場
合
は

力届
出
u

が
必
要
で
す

農
地
を
盛
士
、
切
土
を
し
圃
場

の
原
形
を
変
え
耕
作
を
目
的
と
し

た
田
畑
転
換
そ
の
他
区
画
形
質
の

変
更
を
す
る
場
合
に

「農
地
原
形

変
更
届
出
書
」
を
農
業
委
員
会
ヘ

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
は
農
地
の
原
形
を
変
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
近
隣
農
地
の
耕

作
条
件
が
劣
悪
化
す
る
こ
と
を
防

ぎ
、
農
地
の
集
団
性
と
調
和
を
保

持
し
な
が
ら
農
地
の
効
率
を
図
る

と
共
に
、
隣
接
す
る
農
道
・
水
路

等
へ
の
被
害
と
違
反
転
用
を
防
止

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

O
手
続
農
地
の
原
形
変
更
を
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
要
綱
に
基
づ
き
、
原

形
変
更
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日

前
ま
で
に
届
出
書
を
提
出
し
て
下

大」い
。

O
注
意
事
項

川
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
廃
材
な

， 

ど
廃
棄
物
に
よ
っ
て
埋
立
て

る
場
合
は
農
地
の
原
形
変
更

に
は
該
当
せ
ず
農
地
の
転
用

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

間
盛
土
の
高
さ
に
つ
い
て
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

間
無
届
け
の
埋
立
て
は
違
法
転

用
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

凶
埋
立
て
等
は
届
出
受
理
後
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
0

0
届
出
書
の
添
付
書
類

山
付
近
見
取
図

山
地
番
地
目
図
(
公
図
の
写
し
)

間
土
地
登
記
簿
騰
本

凶
耕
作
者
が
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
所
有
者
の

同
意
書
。

同
現
況
写
真

刷
農
業
委
員
の
副
申
書

問
そ
の
他
参
考
資
料

(
原
形
変
更
計
画
図
面
)

※
届
出
童
聞
は
農
業
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は

農
業
委
員
及
び
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。

悪
質
な
埋
立
て
は
追
放
し

実
り
豊
か
な
農
地
を

守
り
ま
し
ょ
う

役場は4月から
毎週土曜日が

休みとなります

川
内
町
で
は
、
平
成
六
年

一
月

か
ら
毎
週
土
曜
日
が
閉
庁
と
な
り

ま
す
。平
成
四
年
四
月
か
ら
す
で
に
毎

月
第
二

・
第
四
土
曜
日
を
閉
庁
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
国
や
県
そ
の

他
の
市
町
村
を
動
向
を
ふ
ま
え
て
、

こ
の
た
び
毎
週
土
曜
日
を
休
ま
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

土
曜
閉
庁
に
よ
り
窓
口
業
務
も

休
み
と
な
り
ま
す
が
、

一
部
の
職

場
で
は
今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
婚
姻
届
、
出
生
届
及
び

死
亡
届
の
受
付
や
埋
火
葬
許
可
書

4 

の
発
行
は
、
日
曜
日
や
休
日
の
日

と
同
様
土
曜
日
に
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

閉
庁
と
な
る
職
場

役
場
本
庁

健
康
セ
ン
タ
ー

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
う
職
場

保
育
所

清
掃
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

幼
稚
園
(
た
だ
し
第
二
土
曜
日

は
閉
園
)

出生届、

死亡届の受付や

埋火葬許可蓄の発行は

今までどおり

行います

婚娼届、



え
ひ
め
の
婦
人
大
会

に
参
加
し
て

十
一
月
二
十
五
日
、
第
同
十
一
二

川
え
ひ
め
婦
人
大
会
が
県
民
文
化

会
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

A
7
M
は
町
西
部
支
部
が
県
表
彰

を
受
け
る
の
で
、
川
内
町
婦
人
会

で
あ
る
私
達
は
誇
ら
し
い
気
持
ち

で
の
出
席
で
す
。
会
場
は
宇
一
一千
人

の
婦
人
会
員
が
県
下
か
ら
集
ま
り
、

大
ホ

l
ル
の
一
階
、

二
階
一
二
階
と

も
満
席
、
今
に
も
溢
れ
ん
ば
か
り

の
雰
囲
気
で
し
た
。

い
よ
い
よ
閉
会
。
伊
賀
知
事
ご

本
人
か
ら
の
力
強
い
祝
辞
を
項
き
、

杭
い
て
表
彰
。
町
西
支
部
長
の
八

木
由
子
さ
ん
が
輝
い
て
見
え
ま
す
。

私
達
は
手
が
一
怖
く
な
る
ぐ
ら
い
拍

子
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
青
少
年
と
地
域
社
会
と
の
か
か

わ
り

凶
社
会
環
境
の
見
直
し

間
家
庭
教
育
・
地
域
教
育
の
充
実

つ

の
宇
一
-
視
点
か
ら
一宇
会
人
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
し
か
お
伝

え
出
来
ま
せ
ん
が
、

人
の
心
の
根
源
に
は
、
今
だ
か

ら
教
え
ら
れ
る
事
と
、

A
7
で
な
い

と
教
え
ら
れ
な
い
事
が
山
積
し
て

い
る
。
こ
の
事
は
パ

l
卜
の
何
千

円
よ
り
も
、
ど
ん
な
に
か
大
切
な

事
で
あ
る
。

あ
る
時
、
お
う
ど
ん
屋
さ
ん
で

附
に
座
る
な
り
本
を
読
み
始
め
た

母
チ
の
三
人
連
れ
に
出
会
っ
た
。

む
う
ど
ん
が
運
ば
れ
る
と
、
箸
を

動
か
せ
な
が
ら
も
本
か
ら
目
を
離

さ
な
か
っ
た
。
引
く
し
て
母
親
が

「
帰
る
。
」
と
一
百
う
と

「
う
ん
。
」
と
千
供
が
答
え
、
山
を

出
て
行

っ
た
。
そ
の
問
、

「
帰
る
」

「
う
ノ九
」
の
会
話
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
無
味
乾
燥
な
中
で
育
つ
P

十

供
は
如
何
だ
ろ
う
。
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
家
庭
の
中
に
包
み
、
肌
と
ぬ

く
も
り
で
人
間
ら
し
い
豊
か
さ
を

育
て
て
い
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
神
輿
を
か
つ
い
だ
体
の
桶

さ
が
、
ふ
る
さ
と
で
は
な
か
ろ
う

0
 

ふ
H
M

・・・・・.

と
心
ゆ
す
ぶ
ら
れ
る
発
表
で
し
た
。

助
言
者
の
日
野
会
長
は
、
今
日
、

犠
牲
を
こ
う
む
っ
て
い
る
の
は
子

供
達
で
あ
る
の
特
に
幼
児
教
育
こ

そ
大
切
で
あ
る
。
チ
供
が
外
で
、

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
家
に
帰

っ

て
く
る
。
即
ち
難
破
し
そ
う
な
船

が
、
よ
け
ら
れ
る
よ
う
な
家
庭
で

あ
り
た
い
。
そ
れ
な
の
に
今
の
家

庭
は
、
ま
る
で
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

化
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
:
・
。
と

子
き
び
し
く
反
省
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

午
後
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
あ
る

島
田
祐
子
さ
ん
が
美
し
い
歌
声
を

聞
か
せ
て
下
さ
る
中
で
、

「希
う

母
の
ま
な
ざ
し
」
な
ど
の
体
験
を

話
さ
れ
な
が
ら
、
生
涯
楽
習
時
代

で
あ
る
。
地
域
は
歌
で
温
か
く
・

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
、
楽
し
い
中
に
も
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
る
一
日
で
し
た
。

参
加
下
さ
っ
た
五
十
白
九
名
の
皆

さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
こ

の
一

U
の
研
修
を
無
駄
に
し
な
い

で
、
よ
り
よ
い
生
き
方
を
求
め
て

い
え
」
土
品

l
v
よ
・7
0

ま
た
、
充
分
に
伝
達
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
川
内
町
の
皆
で
、

家
庭
教
育
・
地
域
教
育
に
つ
い
て

も
っ
と
も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

三
世
代
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一
月
八
日
目
午
後

一
時
よ
り

今
年
は
第
十
岨
三
世
代
交
流

に
な
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
ま
せ
。

温
泉
郡
婦
人
教
育
研
究
大
会

一
月
A

二
十
日
間
十
時
二
十
分

重
信
町
町
民
会
館

郡
下
の
婦
人
が

一
堂
に
会
し

て
交
流
し
学
ぽ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
産
地
交
換
・
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
広

場
も
あ
り
ま
す
。

書
き
損
じ

・
出
し
そ
び
れ
は
か

き
集
め
(
一
月
末
ま
で
)

ポ
ス
ト
を
中
央
公
民
館
玄
関

ヘ
置
き
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
。

「
ー
ー
ー
川
内
町
婦
人
会

寒い季節の

暖かい

味方

取り扱いにはく¥がぐれも

の原因にもなりかねな使い方を誤れば、火事

いストーブ。ストーブの 周辺は常に整理整頓し、

いようにしましょう。

ご注意を

燃えやすいものを近づけな

5一
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‘11/20原沖で亥の子相撲がありました。父母
はテントを張って夜I吉を出し、子供達の相
撲を応援しながら、ウィンナーやたこ焼の

サービスをして家族そろっての相撲大会に

160人が集まりました。

....11/16川内中学校で古老と語る会がありました。わらを使つての

しめなわやわらぞうり作り、竹細工では竹とんぼ、竹馬を作っ

て使いかたを中学生に教えて、午後から中学生からパソコンや

ししなどを教えてもらったりの 1日交流をしました。



け
/
幻
東
〈
〈
口
小
学
校

で
柿
む
き
大
会
が

あ
り
、
六
年
生
は

一
年
生
に
皮
の
む

き
方
を
教
え
な
が

ら
上
手
に
柿
の
皮

を
む
き
つ
る
し
ま

し
た
。
干
柿
に
な

っ
た
ら
施
設
を
慰

問
す
る
そ
う
で
す
。

a-.， 

ー‘

果
物
ナ
イ
フ
を
上
手
に
使
っ
て
ま
す
ね

。第16回秋季ソフトボール大会結果 9/20~11/19 
く1部〉く2部〉

オールスターズ トンネルズ

則之内西河之

優勝

準優勝

....12/5 北方西部公民館大運動会がありま
した。運動会というよりも家族ゲーム

や地域のコミュニケーションの輪を広

げるゲームで、終始和やかに楽しくス

トレス解消に最適でした。

h
p
n
/
叩
山
東
火
口
幼
稚
園
で
は
圏
外
保
育
の
体
験

学
習
と
し
て
み
か
ん
狩
り
に
出
か
け
ま
し

た
。
雨
あ
が
り
で
す
べ
っ
て
こ
ろ
ん
で
、

で
も
楽
し
い
み
か
ん
狩
り
で
し
た
。

内

。第13回東温軟式野球大会結果 11/21~28 

優勝

準優勝

ス

ブ

関西リ

小野ク

O第4回バドミントン大会結果 11/28
く1部〉

重信クラ

川内

川内

フ

A 

B 

く2部〉

え

え

内

カ3

か

4
C
4
C
H
μ
 

、フ

A 

優勝

準優勝

位 C 

第9回ウオークラリー大会入賞チーム 1;;1s

¥¥  位 得点 2 位 得点 3 位 得点

小学生組 和田チーム 190 松本チーム 189 『笥市チーム 184 

一般組 上野チーム 194 池川チーム 193 堀川チーム 169 

家族組 柿原チーム 199 中野渡チーム 195 石川チーム 195 

高齢者組 赤松チーム 184 

B 3 



わが家G愛ド/ι
満 1)授を迎えられる赤ちゃんの

写真とコメントを募集します。

コメン卜には名前・住所・生年月日・

両親の名前・赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末

までに役場広報係まで送って下さい。
忌

(
横
灘
団
地
一
区
)

望

月

佳

織

ち

ゃ

ん

長
女
(
十
二
月
二
日
生
)

父
・見

一

母

・真
理
子

明
る
く
素
直
で
や
さ
し
い
女
の
子
に

な
っ
て
ネ
グ

(
森
)小

倉

将

裕

く

ん

長
男
(
+
二
月
二
十

一
日
生
)

父
・英

二

母

・満
子

ミ
ツ
キ
と
み
か
ん
が
大
好
き
な

マ
君
、
優
し
く
て
元
気

な
男
の
子
に
育
つ

て
ね
。

j荷
-・・周囲・

歳
で
す
/
よ
ろ
し
く

(
吉
久
)

(
横
灘
)

水

桃

子

ち

ゃ

ん

三
女
(
+
二
月
二
十
日
生
)

父
・修

治

母

・
二
美

「き
ょ
う
は
冷
え
る
け
ん
ス
ト
ー
ブ

た
こ
か
?
」

ミ
ガ

キ

相

原

瑞

己

く

ん

二
男
(
+
二
月
二
十
九
日
生
)

父
・
一
昭
母
・由
貴

意
志
の
強
い
け
じ
め
の
あ
る
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
。

ご三三
!I司

C 

十

一
月
十
五
日
、
(
社
)
松
山
法

人
会
の
要
職
に
あ
っ
て
、
多
年
に

わ
た
り
納
税
道
義
の
高
揚
に
努
め

ら
れ
た
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
し

て
、
松
山
税
務
署
長
よ
り
表
彰
さ

れ
た
下
沖
の
渡
部
勇
さ
ん
。

円
/
却
保
育
園
で
は
子
供
達
が
自
分

で
お
金
を
払
っ
て
買
物
す
る
お
勉

強
の
バ
ザ
ー
を
し
ま
し
た
。
い
い

物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
私
も
買
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
良
地
域
婦
人
会
と
し
て

町
西
部
支
部

県

教

育

長

E
Z

県
連
合
婦
人
会
長

3
1

-8 

十

一
月
二
十
五
日
、
県
民
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
第
四
十
三
回
え

ひ
め
婦
人
大
会
に
わ
い
て
、
組
織

の
充
実

・
強
化
に
努
め
、
会
員
相

互
の
協
力
の
も
と
学
習
会
や
三
世

代
交
流
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
愛

の

一
声
運
動
等
積
極
的
な
活
動
を

行
い
、
地
域
ゃつ
く
り
に
大
き
く
貢

献
し
た
と
し
て
町
西
部
支
部
(
支

部
長
八
木
由
子
さ
ん
)
が
県
教
育

長
、
県
連
合
婦
人
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

ii ;;;iii;1主
音¢￥むZ長手草 ふ"1 耳X

-急:ii 2i 53章3
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i
r第
一
軍
泊
込
山
守
一
一
日
肝
心
口
U
Bi
-~

忠一
一一知
醤
健
康
問
答
安
川
丹
市
杭
栄
盛
山一一……

・一vM
M5
2一町
ホ
恥
日
…

口

と

き

も

白

由

に

参

加

で

き

ま

す

。

平
成
六
年
一
月
一
日
(
士
)
口
そ
の
他

午
前
九
時
二一

O
八

刀

受

付

五

回

出

場

者

に

は

、

特

別

記

念

y

十
時

O
O八
万

開

会

品

、

又

参

加

者

に

は

、

抽

選

に

(

小

雨

決

行

)

よ

り

楽

し

い

プ

レ

ゼ

ン

ト

。

口

と

こ

ろ

口

申

込

み

友

び

問

い

合

わ

せ

先

川

上

小

学

校

運

動

場

川

内

町

教

育

委

員

会

事

務

局

ロ

ク

ラ

ス

含

六

六

|

四

七

二

一

O
楽

し

く

走

っ

た

り

、

有

線

五

九

一

一

歩

い

た

り

の

部

・

・

・

・

F
v
お

三
キ
ロ
・
五
キ
ロ
・
・
・
・

4
F
品肋

I
l
l
i
-
-
i

・

・

園

田

e
M
伺

O
ぴ

り

っ

と

引

き

締

ま

る

且

唱

『

問

『

圃

mH

瓦

キ

ロ

七

キ

ロ

圃

a
a
l
a

，川町

口

参

加

資

格

『

E
E
E・
圃
棚
田
酬

幼
児
か
勺
大
人
ま
で
ど
な
た
で

N
E
F間

A
間
四
時

・・圃・司
e
h
w
崎

・

・

・

圃

刷

刷

剛

松
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
主
催
の
平
成
五
年
度

「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

の
入
選
者
表
彰
式
が
、
去
る
十
一

月
二
十
日
に
メ
ル
バ
ル
ク
松
山
郵

便
貯
金
会
館
で
行
わ
れ
、
川
内
中

学
校
か
ら
二
人
が
入
選
し
、
松
山

税
務
署
長
か
ら
、
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

入
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

川
内
中
学
校
三
年

戸

井

志

保

111 
内
近中
藤学
真校
紀一
子年

平
成
六
年

一
月
号
よ
り
、
サ
ー

ル
紹
介
に
今
ま
で
の
文
化
協
会

力
入
サ
ー
ク
ル
以
外
の
、
ス
ボ
|

ノ
の
サ
ー
ク
ル
・
地
域
の
サ

l
ク

ゲ
な
ど
も
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

9

の
で
、
御
自
分
が
入
っ
て
い
る

ソ
|
ク

ル
を
役
場
公
報
係
ま
で
御

芯
絡
下
さ
い
。

む
持
ち
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

扇
崎
流
吉
昌
治
会

舞
踊
教
室

私
達
の
舞
踊
教
室
は
始
め
て

か
ら
十
一
年
に
な
り
現
在
の
会

員
数
は
十
八
名
で
す
。
年
令
は

四
歳
か
ら
六
十
五
歳
と
幅
広
い

方
が
習
っ
て
お
り
ま
す
。
お
稽

古
は
週
に
一
回
の
月
四
回
で
自

宅
で
個
人
指
導
を
し
て
お
り
ま

す。
そ
し
て
年
に

一
回
は
川
内
町

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
お
さ

ら
い
会
を
聞
い
て
日
頃
の
お
稽

翫
怠
た
も
踊
り
を

習
っ
マ
み
ま
せ
ん

A
H
 

古
の
成
果
を
発
表
し
て
お
り
ま

す
。
又
、
川
内
町
の
文
化
祭
や

地
域
の
敬
老
会
、
松
山
の
夏
ま

つ
り
な
ど
町
内
外
の
行
事
に
も

参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
む
り

ま
す
。ど
な
た
で
も
そ
の
方
に
応
じ

た
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
の
で

初
め
て
の
方
で
も
す
ぐ
に
踊
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
興
味

の
あ
る
方
は
女
性
で
し
た
ら
大

歓
迎
し
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機

会
に
あ
な
た
も
私
達
の
仲
間
入

り
を
し
て
古
来
か
ら
受
け
継
が

れ
た
日
本
舞
踊
の
よ
さ
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
む
、
入
会
を
ご
希
望
の
方

は
左
記
の
と
こ
ろ
へ
お
願
い
致

し
ま
す
。

川
内
町
教
育
委
員
会

含
六
六
四
七
二
一

有
線

五

九

一

一

川
内
町
宝
泉
池
川
昭
チ

宮
六
六
一
一
一O
O四

-9 



国

保だ
よ
り

国
保

Q
&
A
 

管 O
A ・
う負と
?か担きあ
(。金に医
説 )支者
明 は払さ
文 いうん
参 <費に
照 ら用か
)で(か
し一つ
よ部た

療
養
の
給
付

在
け
が
や
病
気
を
し
た
と
き

被
保
険
者
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
、
国
保
を
扱
っ
て
い
る
病

院
・
診
療
所
(
医
院
)
の
窓
口
で

保
険
証
を
提
出
す
れ
ば
、
医
療
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

一
般
被
保
険
者
の
場
合
は
、
医

療
費
の
三
割
(
一
部
負
担
金
)
を

支
払
う
だ
け
で
、
残
り
七
割
は
国

保
で
負
担
し
ま
す
。

退
職
被
保
険
者
の
場
合
等
は
、

一
部
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
出
産
し
た
と
き

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、

助
院
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
死
亡
し
た
と
き

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、

葬
祭
を
行
っ
た
方
に
葬
祭
費
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

国
保
で
受
け
ら
れ

な
い
診
療

を
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

・
正
常
な
妊
娠
・
む
産

・
経
済
上
の
理
由
に
よ
る
妊
娠
中

絶
-
歯
列
矯
正

・
美
容
整
形6函.

-
健
康
診
断

・
予
防
注
射

-
仕
事
中
の
け
が
や
事
故

保
険
の
対
象
)

-
継
続
療
養
(
以
前
の
職
場
の
保

険
が
使
え
る
と
き
)

2
語
付
が
制
限
さ
れ
る
も
の

-
わ
ざ
と
し
た
行
動
や
犯
罪
を
犯

し
て
の
け
が
や
病
気

-
け
ん
か
、
酔
っ
ぱ
ら
い
な
ど
が

原
因
の
け
が
や
病
気

-
医
師
や
保
険
者
の
指
示
に
従
わ

な
か
っ
た
と
き

(
山
一
力
刊
火

-治療

-薬や注射などの処置

-診療

-入院や検査

7
割国
保
が
負
担

主
任
児
童
委
員
制
度

創
設
さ
れ
る

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
委
員

活
動
の

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め

に
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専

門
的
に
担
当
し
、
児
童
委
員
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
り
、
従
来
の

児
童
委
員
と
一
体
と
な
っ
た
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

に
お
け
る
児
童
・
妊
産
婦
の
福
祉

に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
の

一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
設
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
厚
生
大
臣
が
委

嘱
し
、
主
任
児
童
委
員
と
し
て
県

知
事
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
担
当

区
域
は
特
に
定
め
ず
、
町
内
全
域

で
児
童
福
祉
分
野
を
中
心
に
活
動

さ
れ
、
本
町
で
は
二
名
が
平
成
六

年
一
月
一
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員

橋

本

矩

之

(

宝

泉

)

宮
六
六
|
三
六
六
九

有

線

五

O
九
二

洋

美

(

八

幡

)

宮
六
六

三
四
八

一

有

線

三

五

二
九

渡

音日

↑世
界
人
権
宣
言

一

一四
十
五
周
年
記
念
一

一
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

世
界
人
権
宣
言
四
十
五
周
年
を

記
念
し
て
、
本
町
で
は
九
月
二
十

一
日

「
人
権
尊
重
の
町
」
宣
言
を

行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
世
界

人
権
宣
言
の
意
義
と
重
要
性
を
広

く
訴
え
る
た
め
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
十
二
月
十
五
日
に
町
長
室
で

「
国
連
事
務
総
長
か
ら
の
メ

y
セ

|

ジ
」
が
松
山
地
方
法
務
局
次
長
か

ら
森
町
長
に
手
渡
さ
れ
る
と
共
に

署
名
旗
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

ハU
1
よ

署
名
旗
に
署
名
す
る
森
町
長



圃

司
出

川
直

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
要

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
六
十

歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
聞
で
年

金
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
希
望

に
よ
り
六
十
五
歳
以
前
で
あ
っ
て

も
、
支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
上
げ

て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り

上
げ
請
求
」
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
す
る

場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
一
度
請
求
す
る
と
、
後
で
請

求
を
取
り
消
し
た
り
、
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
受
け
取
る
年
金
額
は
、
請
求

し
た
年
齢
に
応
じ
て
少
な
く
な

り
六
十
五
歳
以
降
も
こ
の
割

合
で
支
給
さ
れ
、
終
生
か
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二
一、
厚
生
年
金
の
加
入
者
と
な
っ

た
と
き
は
年
金
の
支
給
が
停
ま

り
ま
す
。

四
、
請
求
し
た
後
で
障
害
の
状
態

に
な
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

五
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

や
老
齢
共
済
年
金
の
支
給
が
停

ま
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
頭
に
入
れ

ら
れ
、
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と

き
は
、
慎
重
に
行
な
っ
て
下
さ
い
。

表

彰〉

国
民
年
金
の
愛
媛
県
知
事
感
謝

状
の
伝
達
式
が
、
平
成
五
年
十

一

月
二
十
三
日
松
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
優
良
民

間
地
区
組
織
と
し
て
上
砂
地
区
納

税
組
合
(
組
合
長
和
田
好
弘
氏
)

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

怠

謝

状

土

4
4
己
的
世
間
人

wA

費
護
軍
'
品
民
主

Zo土
建
に

あ
k
d，
叫
品
島

r事
令
杭
9
4九
世
昔
、
M
F

a
T
h
4
E
a
T
tv主
e
f
t
h

-
マ
ミ
品
A-必需
E
ムホ

J
イ

ギ
久
A

』±・
2
+
句

主
主
要
員
安

「

1
-
-
!
!
!
.，h
l

・1
1
!
!
p
h
，--‘，，.，.，
p
.
，F
-
.
，s

一

i
r
-
-牽
色

っ

て

い

ろ

い

ろ

あ

り

ま

す

。

、

一

ト

時

吋

日

本

の

た

こ

の

種

類

;

な

一

AWe-引
い
溢
属
と
の
勇
ま
し
い
文
字
を
書
い
た
(
子

E

-

1

だ
こ
、
武
者
絵
や
日
の
出
な
ど
を
品

一
男
の
子
は
た
こ
揚
げ
、
女
の
子
描
い
た
絵
だ
こ
、
ゃ
っ
こ
さ
ん
の
一

B

は
羽
根
っ
き
・
・
・
お
正
月
の
楽
し
形
の
や
っ
こ
だ
こ
な
ど
、
い
ろ
い

s

一

い

遊

び

で

す

ね

。

ろ

で

す

。

最

近

は

、

日

本

で

も

洋

'

一
と
こ
ろ
が
、
電
線
や
車
の
た
め
風
の
力
イ
卜
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
一

町
に
、
昔
の
よ
う
に
道
路
で
遊
ぶ
こ
お
正
月
は
、
つ
い
テ
レ
ビ
や
テ
』

一
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
し
ま
い
、
島

』
た
、
原
つ
ば
も
少
な
く
な
っ
た
た
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
コ
昔
F

一
め
、
空
ろ
の
お
正
月
は
、

.

.

 

の
よ
う
に
、
風
の
中
を
た
こ
一

ん
た
こ
揚
げ
や
羽
根
つ
き
を
す
ぬ
晶
・
・
圃
糸
を
持
っ
て
、
思
い
切
り
走
血

血
る
子
ど
も
が
少
な
く
な
り
ま

t
幽
・
・
・
り
回
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
島

一
し
た
。
た
こ
も
羽
子
板
も
、
長
幽
・
お
正
月
の
お
せ
ち
料
理
に
一

ん
最
近
は
装
飾
品
と
し
て
飾
ら
-
』
圃
・
飽
き
た
こ
ろ
、
学
校
の
給
食
品

E

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
孟
-
-
-
-
が
懐
か
し
く
な
る
子
と
も
も
、
島

一

お
正
月
に
た
こ
揚
げ
を
す

Ad--闘い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
凪

一
る
習
慣
は
、
江
戸
時
代
か
り

.

.

 
月
二
十
四
1
三
十
日
は
、
「
全
一

島
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
学
校
給
食
週
間
」
で
す
。
子
ど

E

一
特
に
お
正
月
の
薮
入
り
(
十
六
日
も
た
ち
の
体
と
食
習
慣
を
考
え
た

一

一
前
後
)
に
、
た
こ
揚
げ
を
す
る
習
学
校
給
食
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
一

串
慣
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
o

f

'
た
こ
揚
げ
の
季
節
は
、
各
地
に

一

よ

っ

て

さ

ま

ざ

ま

で

、

二

月

や

四

又

孟

¥

人

五

一

ん
月
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
端
午
の

d三
、

、

止

一

同

節

句

の

行

事

と

さ

れ

て

い

る

と

こ

下

へ

そ

¥

二

唾

ヲ

孟

島

一
ろ
も
あ
り
ま
す
。
有
名
な
浜
松
の
九
泊
客
一

f
長

界

一

一
た
こ
揚
げ
は
、
五
月
の
連
休
で
す
。
年
司
こ
一
一
〆
」
三
一
斉
，

、
吋
九
戸
川

e
ミ

p

y

T

L

F

ハi
劃

叫
た
こ
と
い
う
名
も
、
い
か
、
い
か
明
t
r
/
J
d
¥
J
1
3出
航

一
の
ぼ
り
、
た
か
な
ど
、
地
域
に
よ

A

F

t

¥

¥

↑
J

-

ん



同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

ふ

ぼ

う

じ

ん

ふ

ぼ

う

じ

ん

管
見
・
「
婦
亡
人
・
夫
亡
人
」

世
界
に
は
百
七
十
五
か
国
も
の

国
々
が
あ
り
、
五
十
数
億
の
人
々

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
隅

々
の
こ
と
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
わ
た
く
し
達
の
園
、
日
本

の
社
会
に
は
「
婦
亡
人
・
夫
亡
人
」

と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

っ
て
も
良
さ
そ
う
に
思
い
ま
す
が

あ
り
ま
せ
ん
。
大
方
の
賛
成
が
あ

れ
ば
創
っ
て
使
用
す
れ
ば
い
い
の

に
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

「未
亡
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
夫

に
死
別
し
た
女
性
、
生
き
残
っ
て

い
る
「
元
・
妻
」
を
言
い
表
し
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
妻
に
死
別
し

た
男
性
、
夫
婦
の

一
方
で
あ
っ
た

「
婦
」
に
先
だ
た
れ
、
あ
と
に
生

き
残
っ
て
い
る
「
元
・
夫
」
た
る

男
性
を
言
い
表
す
言
葉
は
何
で
し

ょ
V
7
か。

「
配
偶
者
を
失
っ
て
独
身
で
い
る

者
」
を
「
や
も
め
」
と
言
い
ま
す

し
「
夫
4

を
失
っ
た
女
」
の
場
合
を

「
女
や
も
め
」
、
「
妻
を
失
っ
た
男
」

を

「男
や
も
め
」
と
言
い
表
し
て

い
ま
す
が
、

「
未
亡
人
」
に
対
応

す
る
言
葉
は
見
当
り
ま
せ
ん
。

か

ふ

か

ん

ふ

(
寡
婦

・
夫
を
失
っ
た
女
。
腕
夫

・
妻
を
失

っ
た
男
。
と
い
う
言
葉

か
ん

も
あ
り
ま
す
が
、
「
鯨
」
に
は
、
長

じ
て
妻
の
な
い
男
子
。
と

い
う
意

味
も
あ
る
よ
う
で
す
。
)

な
お
、
ま
た
「
未
亡
人
」H
H
「
い

ま
だ
亡
く
な
ら
ざ
る
人
・
死
な
ず

に
い
ま
だ
生
き
残
っ
て
い
る
人
」

と
言
う
の
は
、
あ
ま
り
ニ
ュ
ア
ン

ス
も
良
い
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん

が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
未

だ
亡
く
な
ら
ざ
る
人
、
生
き
残
っ

て
い
る
人
と
い
う
意
味
か
ら
言
え

ば
、
そ
れ
は
男
女
に
関
わ
り
な
く

当
て
は
ま
る
事
と
言
わ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
厳
密
に
言
え
ば
「
男
の

未
亡
人
・
女
の
未
亡
人
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
筈
だ
と
思
い
ま
す
が
、

実
際
は
、
夫
に
先
立
た
れ
て
後
に

残
っ
た
女
性
を
指
す
も
の
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
際
、
「
未

亡
人
」
と
い
う
旧
態
依
然
た
る
言

葉
に
別
れ
を
つ
げ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
「
婦
人
を
亡
く
し

た
人
・
婦
亡
人
。
夫
を
亡
く
し
た

人
・
夫
亡
人
」
に
し
て
み
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
亡
き
妻
、
亡
き

夫
を
忘
れ
ず
慕
い
つ
守
つ
け
る
の
も

良
き
哉
で
す
。

未
亡
人
は
男
性
本
位
の
表
現
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
川
内
俊
彦
先
生
資
料
集
よ
り
)

企鍵内同和教育研修会
差
別
解
消
の
た
め
町
内
の
大
手
企
業

に
お
い
て
も
、
企
業
内
同
和
教
育
研

修
会
を
開
い
て
い
ま
す

税
の
おはなし

軽
油
引
取
税

平
成
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
軽

油
引
取
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
し

た。…
旧

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

二
四
円
三

O
銭
…

…
新

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

三
二
円

一
O
銭
…

軽
油
引
取
税
は
、
軽
油
を
購
入

し
た
人
が
負
担
す
る
税
金
で
、
み

な
さ
ん
が
石
油
ス
タ
ン
ド
等
で
軽

油
を
購
入
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
代

金
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
道
路

の
建
設
や
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

V
免

税
道
路
の
目
的
財
源
に
充
て
る
た

め
の
税
金
で
す
か
ら
、
農
業
、
林

業
、
漁
業
、
鉱
物
の
採
掘
事
業
そ

の
他
の
特
定
の
事
業
の
用
途
に
使

用
さ
れ
る
軽
油
は
次
の
手
続
き
に

よ
り
免
税
と
な
り
ま
す
。

つム

マ
免
税
の
手
続
き

1 ~ f~ l!il iffi f~ m ii 1 4 免税軽油使用者証の交付申請 ~l 各
免税軽油使用者iI 

J 免税軽油使用者証の交付 |地

方

局

長

免税証の交付申請

免税証の交付

免税軽油使用者証
の交付を受けた者

1免税軽油の引取り
i販売業者|

免税証提出

V
軽
油
引
取
税
に
関
す
る
聞
い
合

わ
せ
先

一T

七
九
O

松
山
市
北
持
田
町

一
三
二

松
山
地
方
局
間
税
課

包
囲
一
ー
ー
一

一
一
一



時
監
炉
詩
人
権
作
文

は
げ
ま
し
の
こ
と
ば

西
谷
小
学
校
四
年

田

中

彩

わ
た
し
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

Y

君
に
言
わ
れ
た
く
な
い
あ
だ
名
で

よ
ば
れ
た
と
き
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

友
達
の

N
さ
ん
が
、

「
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
。
」

と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し

は
そ
の
言
葉
が
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
友
達
っ
て
、
い
い

も
の
だ
な
と
感
動
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
も
う
、
こ
れ
か
ら
は
い
ろ

い
ろ
言
わ
れ
で
も
気
に
し
な
い
ぞ

と
思
い
な
が
ら
が
ま
ん
し
て
い
ま

し
た
。
が
ま
ん
し
な
い
と
、

「
な
に
よ
o
」

と
言
い
返
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

わ
た
し
は
、
い
や
な
あ
だ
名
を
言

わ
れ
で
も
、

N
さ
ん
に
言
わ
れ
た
、

「
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
己
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
て
、
む
し
を 里

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

も
し
も
帰
り
の
道
や
ろ
う
下
で
言

わ
れ
た
ら
は
ず
か
し
い
で
す
。
で

も
は
ず
か
し
い
か
ら
と
言
っ
て
、

「
や
め
て
よ
己
と
言
い
返
し
た
ら

も
っ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
言
い
返
せ
ま
せ
ん
。

給
食
の
と
き
や
休
み
時
間
に
い

ろ
い
ろ
い
や
な
あ
だ
名
を
言
わ
れ

で
も

N
さ
ん
は
、

「
気
に
し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
己

と
言
っ
て
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
は
げ
ま
し
の
言
葉
が
一
回
一

回
心
に
の
こ
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、

い
や
な
あ
だ
名
を
言
わ
れ
る
と
、

ほ
ん
と
う
に
わ
た
し
は
そ
ん
な
に

見
え
る
の
か
な
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
で
も
、
友
達
に
言
わ
れ
た

言
葉
を
思
い
出
し
て
、
そ
ん
な
に

見
え
な
い
よ
ね
と
あ
か
る
く
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
友
達
に
言
わ
れ

た
言
葉
を
い
つ
も
思
い
出
す
よ
う

に
心
が
け
ま
し
た
。

学
校
か
ら
の
帰
り
は
、
「
気
に

し
な
く
て
い
い
よ
斗
と
言
っ
て
く

れ
る
友
達
が
い
な
い
の
で
、
い
や

な
あ
だ
名
を
言
わ
れ
た
ら
、
い
つ

も
よ
り
ず
っ
と
む
か
つ
い
て
し
ま

い
ま
す
。
だ
か
ら
、

N
さ
ん
に
言

わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
し
て
、
む

し
を
し
ま
す
。
で
も
、
心
の
す
み

で
は
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
言

っ
て
く
る
ん
や
ろ
、
と
思
い
始
め

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
い
や
な
あ

だ
名
を
言
わ
れ
で
も
、
そ
れ
に
む

か
つ
い
て
も
「
気
に
し
な
く
て
い

い
よ
己
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し

て、「
い
い
よ
己

と
言
っ
て

Y
君
た
ち
の
前
を
通
り

す
ぎ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
い
つ
い
や
な
言
葉

を
言
わ
れ
で
も
い
い
よ
う
に
心
が

ま
え
を
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
友

達
に

「
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
己

と
言
わ
れ
る
ま
で
は
、
い
や
な
あ

だ
名
を
言
わ
れ
る
と
む
か
つ
い
て
、

「
な
ん
で
そ
ん
な
に
言
っ
て
く
る

の
己
と
言
い
返
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
は
げ
ま
し
の
言
葉
を
言
わ

れ
て
か
ら
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
言

わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

ど
う
し
て
、
あ
ん
な
に
言
い
返
し

て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
言
い
返
さ
な
い
よ

う
に
し
て
、
友
達
の
は
げ
ま
し
の

言
葉
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

い
や
な
あ
だ
名
を
言
っ
て
き
た
友

達
と
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
お
友
達
に

な
り
た
い
で
す
。

Y
君
た
ち
に
と

っ
て
は
、
私
が
あ
だ
名
の
と
お
り

に
見
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
も
へ
ん
な

こ
と
ば
づ
か
い
を
し
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
や
な
あ

だ
名
を
言
っ
て
き
た

Y
君
た
ち
と

も
、
い
い
と
こ
ろ
を
み
つ
け
合
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
友
達
に
な
れ

る
の
は
ち
ょ
っ
と
先
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

N
H
K学
園
の
通
信

講
座
で
学
習
を

f

N
H
K
学
園
で
は
、
冬
期

の
生
涯
学
習
講
座
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
生
涯
学
習
講
座(
通
信
講
座
)

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た

め
の
毛
筆

「
日
常
の
書
」
、
書

道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

囲
碁
な
ど
七
十

一
講
座
で
す
。

マ
申
込
受
付
締
切

平
成
六
年
一
月
三
十
一
日

詳
し
い
案
内
書
を
御
希
望

の
方
は
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
左
記
へ
ご
請
求
く
だ
さ

案
内
書
は
無
料
で
す
。

一T

一
八
六

l
O
一

N
H
K
学

園

八

E
八

一
係

8
0
四
二
五
(
七
二
)
三

一
五
一

ηペ
υ



補
導
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

川
内
町
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年
健
全
一
育
成
活
動
の

一
環
と
し
て

「
非
行
防
止
及
び
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
標
語
を
募
集
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
こ
協
力
に
よ
り
四
四

O
句
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
運
営
理
事
(
十
三
名
)
を
選
考
委
員
と
し
て
選
考
の
結
果
、

次
の
方
々
が
優
秀
作
品
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
標
語
は
、
今
後
、
横
断
幕
・標

柱
・ポ
ス
タ
ー
等
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

マ
非
行
防
止
運
動
及
び
あ
い
さ
つ
運
動
標
語
選
考
結
山
木
(
氏
名
敬
称
略
)

一
般
の
部

人
選

f

了

育

て

は

父

の

厳

し

さ

母

の

愛

佳

作

よ

そ

の

チ

も

わ

が

千

に

変

わ

ら

ぬ

愛

の

一
声

笑
顔
の
あ
い
さ
つ
は
ず
ん
だ
声
は

明
る
い
我
が
家
の
宝
物

日
同
須
賀
幸
子

曽
我
部
好
千

中
学
生
の
部

入

選

外

出

に

一

声

か

け

る

親

の

愛

非
行
の
芽

や
さ
し
く
つ
み
と
る

近
藤

{主:
作

勇
:><1. 
合 のよ
私言子いーも愛
iら二葉 i 宇勇年う Lの二
年で年 年 年気生や年子年
生生生生 め生を生

r~l) て

須 J度
賀部
7j 
希
千
真

知
っ
て
い
て

明
ら
ま
バ
ふ
り
土

j

i
l

d

l
 

イン

誰
に
で
も

だ
め
だ
と
い
え
る

藤
井

絵
美

イン

人
と
人

今
さ
し
の
べ
る

細
I11 

勇
治

ぅ，

あ
い
さ
つ
は

地
域
の
人
と
の

山
崎

敏
fゐ

イ〉

あ
の
子
に
も

笑
顔
を
あ
げ
よ
う

:f:J;{ 
r 1 

防
/
丁 誠

小

学
生

の

部

入

選

む

は

ょ

う

は

。

き
も
ち
を
こ
め
て
わ
た
し
か
ら

(
東
谷
)
一
年
生
日
野

「
い
っ
て
き
ま
す
」
で
心
が
通
じ
る
母
と
ぼ
く

(
東
谷
)
一二

年

生

門

固

な

く

そ

う

よ

い

ゃ

な

い

じ

め

と

さ

べ

つ

の

目

(
川
上
)
瓦
年
生
山
下

あ

い

さ

つ

で

ほ

ほ

え

む

え

が

お

が

う

れ

し

い

な

(
東
谷
)

一
年

生

森

山

恵

理

華

「
お

は

よ

う

」

と

こ

こ

ろ

の

す

き

ま

う

め

る

こ

え

(

川

上

)

五

年

生

丹

生

谷

務

い

じ

わ

る

は

み

ん

な

き

ら

い

だ

や

め

よ

う

ね

(
川
上
)
瓦
年
生
高
須
賀
倫
子

断

ろ

う

勇

気

を

出

し

て

悪

い

道
(

川

上

)

六

年

生

笠

原

純

お

は

よ

う

で

き

よ

う

の

一

日

は

じ

ま

る

よ

(
東
谷
)
二
年
生
長
曽
我
部
香

あ

い

さ

つ

は

大

き

な

声

で

心

か

ら

(東ハ八円
)

J

一
年
生
河
井

あ

い

さ

つ

は

み

ん

な

の

大

事

な

た

か

ら

も

の

(
東
谷
)
同
年
生
近
藤

あ

い

さ

つ

は

心

と

心

の

思

い

や

り

(
東
ハ
人
口
)
五
年
生
藤
川

親

と

千

の

会

話

で

だ

ん

ら

ん

良

い

家

庭

(
川
卜
ぃ
)
五
年
生
戸
井

親

と

千

が

な

ん

で

も

話

せ

る

良

い

家

庭

(
川
上
)
五
年
生
戸
井

こ
え
か
け
よ
う
ひ
こ
う
に
は
し
る
千
さ
み
し
い
千

(
川
上
)
五
年
生
相
原

家
庭
に
非
行
は
生
ま
れ
な
い

(
川
上
)
六
年
生

広
が
る
笑
顔

(
川
上
)
六
年
生

イン
佳
作

// クククタ，タ，イ〉。ククイシ

話
し
合
う

イシ

話
し
合
う

明
る
い
家
庭
に

丹

香
織

大
原

飛
鳥雅

達
郎

麻
衣

香
織

真
樹

未
来

未
来

由美
樹

役
場
職
員
人
事
異
動

14 

十
二
月
一
日
付
(
カ

y
ゴ
内
前
任
)

総
務
課
企
画
主
幹
補

桑

原

重

寛(
税
務
課
課
長
補
佐
)

健
康
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

大

西

裕(
総
務
課
企
画
主
幹
補
)

清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

池
川

秀
敏

(
健
康
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
)

税
務
課
徴
収
係
長

近

藤

勝

之

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
清
掃
係
長
)

わ
け
愛
、献
血

「はたちの献血」キャンペーン



社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

ビ
デ
オ
の
貸
出
し

こ
の
度
、
文
部
省
選
定
・
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
推
薦
・
劇
団
G

M

G
映
画
制
作

「
四
つ
の
終
止
符
」
(
ビ
デ
オ

一
O
九
分
)
を
購
入
、
貸
出
し
を

斗
?
ス
ゴ
」
、
と
、
と
か
ゆ

nJ宇
品

1
レルに。

こ
の
映
画
は
、
耳
の
聞
こ
え
な

い
主
人
公
の
少
年
が
、
自
殺
に
ま

で
追
い
つ
め
ら
れ
る
と
い
う
現
代

社
会
で
の
難
聴
者
が
わ
か
れ
て
い

る
胸
つ
ま
る
悲
劇
を
リ
ア
ル
に
、

切
々
と
描
き
、
観
る
人
に
異
様
な

ほ
ど
感
動
の
波
を
お
こ
さ
せ
る
も

の
で
す
。
人
権
問
題
、
差
別
問
題
、

そ
し
て
同
和
教
育
の

一
環
と
し
て

も
取
り
上
げ
る
価
値
あ
る
も
の
で

す。
貸
出
し
希
望
の
団
体
、
個
人
は

川
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
(
電
六

六
・
六
六
六

O
、
有
線
五
六

O
O
)

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
映
画
購
入
に
つ
い

て
は
、
松
山
検
察
審
査
会
委
員
の

北
方
某
女
性
が
審
査
委
員
と
し
て

永
年
の
費
用
弁
償
を
積
み
立
て
ら

れ
「
障
害
者
一福
祉
に
役
立
て
て
下

さ
い
」
と
ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
寄
せ

て
下
さ
っ
た
、
善
意
に
よ
る
も
の

で
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ご
-
』
ろ
銀
行
へ
の
ご
厚
志

本
年
度
第
三
・
四
半
期
(
十
月

1
十
二
月
)
に
次
の
方
々
か
ら
、

「
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
」
と
多
額
の
ご
厚
志
が
、
ま
ご

こ
ろ
銀
行
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
預
託
い
た
だ
い
た
方
々
の
お

名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
藤
リ
ツ
子
様

(
故
近
藤
繁
賓
様
忌
明
け
)

高
須
賀
一
恵
様

(
故
高
須
賀
英

一
様
忌
明
け
)

長
野
美
津
子
様

(
故
長
野
ヨ
シ
子
様
忌
明
け
)

高
須
賀
民
子
様

林

敏

明

様

(
故
林
只
義
様
忌
明
け
)

佐

伯

良

清

様

(
故
佐
伯
甚
三
様
忌
明
け
)

酒

井

勝

男

様

(
故
酒
井
算
孝
様
忌
明
け
)

酒

井

富

男

様

(
故
酒
井
算
孝
様
忌
明
け
)

年
末

D

年

始

〈

受
通
安
全
県
民
連
動
の
実
施

交
通
安
全
は

家
庭
と
地
域
・
職
場
か
ら

平
成
五
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

少
し
と
な
り
ま
し
た
。

年
末
、
年
始
は
、
交
通
の
混
雑

と
、
忘
年
会
、
新
年
会
な
ど
飲
酒

の
機
会
が
多
く
例
年
悲
惨
な
交
通

事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
聞
か
れ
る
時

期
で
す
。
「
飲
酒
運
転
の
追
放
は
家
庭
か

ら
」
を
合
言
葉
に
H

飲
ん
だ
ら
乗

ら
な
い
、
乗
ら
せ
な
い
H

を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飲
酒
を
伴

う
場
合
に
は
、
送
迎
者
を
置
い
た

り
、
他
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る

12/21 

1 /10 

ょ
う
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
「
年
末
、
年
始
の
交
通

安
全
県
民
運
動
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
交
連
安
全
は
家
庭
と
地
域
職

場
か
ら
」
で
、
期
間
は
十
二
月
二

十

一
日
(
火
)
か
ら
翌

一
月
十
日

(
月
)
ま
で
の
二
十

一
日
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

4 月 il~日は|
『fHlJ番の日111

ホットライン110番あなたを守る

〈
期
間
中
の
重
点
目
標
〉

O
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放

O
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

O
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

O
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

車
を
運
転
す
る
と
き
は
「
ゆ
ず

り
あ
い
運
転
」
自
分
達
が
交
通
事

故
の
当
事
者
と
な
ら
な
い
た
め
の

「
防
衛
運
転
」
に
心
が
け
、
無
事

故
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

110番5つのポイント

何ガあったか

いつ¥どこで¥目標は

事件のあらましは

犯人の人相¥特徴¥逃げだ方向は

あなだの住所、氏名、電話番号は

①

②

③

④

⑤

 

安l山を支えるあなたの110番

F
h
d
 



北 北 日 川 O 宝 O 手口 西 O で加 加川
J¥ J¥ 之 脱 イ本 田 中復 す入十 入内
幡 幡 上 i31i 泉 丸 キf 。者一

退 止 帰 の月 者町

高田 品 渡 花 北 佐 里子 異中 異有

)11 市 部 山 里子 伯 中 動の 動線
カ は有 の放
ズ 文 正 I青 員 f追 次線 お送

=賓三 子 三男二巳 五蔵 三 一 五雄 の放 知電
七 七 九 )¥ O と送

ら話
五

...L同 ...L.. 九 九 お電ノ、 ノ、
四 九 )¥ ...L.. 七

...L.. り 話 せのノ、 ノ、

一ん一
審
昨
職
業
能
力
一
暢
発
一
短
期
大
学
?
枝
一
一

、ee
J

平
成
六
年
度
J

一一般
衣
料
学
生
募
集
。
一、

本
校
は
、
国
(
雇
用
促
進
事
業
団
)
が
設
置
し
た
二
年
生
(
昼
間
課

程
)
の
工
科
系
短
大
で
、
地
域
産
業
界
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
有
し
、

技
術
革
新
に
対
応
で
き
る
実
践
的
な
技
術
者
を
養
成
し
ま
す
。

大
募
集
学
科
及
び
定
員

機
械
系
四
十
名
(
生
産
技
術
科
・
制
御
技
術
科
)

情
報
処
理
科
二
十
名

住
居
環
境
科
二
十
名

大
応
募
資
格
・
・
・
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

(
平
成
六
年
三
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
)

大
入
試
科
目
・
:
数
学
(
数
学

I
・
基
礎
解
析
)
、
英
語
(
英
語

I
)

大
願
書
受
付
:
・
平
成
六
年

一
月
二
十
五
日
(
火

)
1
二
月
二
日
(
水
)

大
選
考
日
:
・
平
成
六
年
二
月
九
日
(
水
)

大

試

験

地

・:
本
校
・
松
山
・
徳
島
・
高
知

人
以
学
費
等
:
・
①
受
験
料

一
五、

0
0
0円

②

授

業

料

二

二

八

、

0
0
0円

③
奨
学
金
制
度

三
三
、
二

O
O円

ー
三
九
、
八

O
O円

④

寮

費

一二

O
、

0
0
0円
程
度

交
募
集
要
項
請
求
先
(
入
試
の
間
合
わ
せ
先
)

募
集
要
項
の
必
要
な
方
は
、
郵
送
料
三
六

O
円
切
手
を
同
封
の
上

左
記
ヘ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

一
T
m
香
川
県
丸
亀
市
郡
家
町
三
二

O
二
番
地

香
川
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務
課

合

O
八
七
七

二
四
|
六
二
九

O

電話 66-4989
有線 3130 

収集曜日 4又 集 地 域 収集日 又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

毎 土谷・滑川・天神・鳥の子・横j難団地 変更なし--------. ・.....四 h拘偶咽晶匂
木 井内

火・金 北方・南方
変更なし・・...、内司...‘亭亭 a・・・・ 晶.‘一・・・・・・・・・・ーー ・圃圃

火 奥松瀬川

週 水・土
前松瀬川(鳥の子を除く)

1月15日(土)を1月14日(金)に収集
町筋(天神を除く)

清掃センター1月ごみ収集計画表
1.毛え3ごみ

2.毛え怠じごみ

リ又 集 I也 域 カフス・空ピンま買 空き缶等金物類 粗大 ゴ ‘、、、

東谷・西奇(井内を除く)
1月10日(月) 1月24日(月) 1月24日(月)

天神・鳥の子・横灘団地)

北方・南方・奥松瀬川 1月11日(火) 1月25日(火) 1月25日(火)

前松瀬川(鳥の子を除く)
1月12日(水) 1月26日(水) 1月26日(水)

町筋(天神を除く)

井内・土管・滑川 1月13日(木) 1月27日(木) 1月26日(水)

《

Z
h
u--

4月T巴(土)・ 3日(月)は、収集を休みます/0く>12月31日(金)、



お
め
で
と
う
一

十四 ぃ前午を
九十今ま九 前 平川
年八 [旦]す時九成内
四年の o~時六町

月四成 か三年で
一 月人 ら十ーは
日二該 中分月
ま日当 央(十恒
でか者 公 受 五例
にらは 民付日の
生昭、 館開(成
ま和昭 で始 士 人
れ四和 行午)式

1月健康センターだより
11 [] (火j (センター)栄養学級

糖尿病教室(1)I食事療法の効果」

母親学級

(センタ ー)

(センター)12 H (水)

(センタ ー)

(センター)

l歳 6カ月児健康診査

3歳児健康診査

13日(ね

干
歳
成
人
式
ご
案
内

せ教成 た
下育人町方
さ委式内で
い員に在す
。会参住
事列者
務ご一支
局希は
ま望町
での出
:fJ'方身
知は者
ら、で

(センター)麻疹予防接種

(センター)

(センター)

(センター)

糖尿病教室(2)I糖尿病と運動療法」

こころの健康相談

19 Ll (7j() 

25日(火)

含
六
六
|
凹
七

有

線

五

九

糖尿病教室(3)Iこわい合併症」

毎週月曜日

毎道水曜日

(センター)

(センター)

(センター)

(ガリラヤ荘)

不用犬買い上げ

健康相談・栄養相談

母子子帳交付 ・妊婦健康相談

機能回復訓練事業

26 FJ VJ() 

5話番医

雪印-1611西本整形外科(田窪)

辻井循環器内科(田窪)

FI (1:) 1 

2 会64-0013

ft64-2200 

ft76-7811 

ft64-5400 

ft64-1234 

ft64-2461 

西野内科クリニック(牛測)

八木耳鼻咽喉科皮膚科(牛淵)

藤石病院(志津川)

西村内科(志津川)

中川外科内科(南梅本町)

国立療養所愛媛病院(横河原)

日 (日)

3 日 (fj)

16 Ll (日)

23日(HJ

)
 
F
 
(
 
l
 
f
 

9 

15日 (1:)

霊堂64-2411

有線5833健康センター含66-2191

30 H ¥Fl) 

(問い合わせ先)

戸
籍
の
窓

(
十
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